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| はじめに
近年、 11 本ではグローパノレ人材 ff成のす!のドに教育機!引においてグローパノレ化をHí~;住してい
る。文iflfl学行ホームページを見ると、グローパル化に附する詐議会や資料などがよい、だされ
る。例えば、文部科学行 (2009) 1-主1際教育交流政策懇談会(お 1H) jJie 1-:J 資料Jによると、日グ
ローパノレ化 i とは、↑!?出;m 1~3技術の逆)J~，交通子j立の発注による移動の作弘化、 TIi.r必の1+際的な
IJ付似て.~'-;により、入、物材、↑の間際 (1''.)移民uが市性化して、保々な分町での立義があい
まいになるとともに、各Ilqが+llhに依存し、他IGや会の動liJをJn'iNできなくなっているJL
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象ととらえることができる。 J としている。つまり、グ口一パノレ化というの司、入、~勾材、
を超えておに交流し依存していくことであると言える。
グローパノレ化!の響誌、rJヰ;の者{1守;1輩出においてu木入学生在送う 11¥す的だけではなく、
入れる僻にも広がっている。 H本話教育においてもグローパノレ化の影響法大きな
liつけ
る研究も峨ん
このよう
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11.グ口…バルイとから見た日本語の変化
1 . グロー バノレイヒの
日本間教育に
て、まず、言語使用におけーるグ
。間戸は、
おり、
るにあたっ、 とし
した中で、起こるく、
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(2004)は、 1本の吉和教育におけるグローカノレ化現象を論じ、言語の併存現象について、
のl を進めるグローパノレ化、言語の多言化を進めるローカノレ化、 ]言語化(共通
化)と 多目立i化(多岐化)の併存する現象をグローカノレ化として区別している。ここで
う言訟の l言計i化はが必定されている。
{市かに 1木訟の場合は言史mのJ劫としてローカノレ化にあたるが、しかし、使用者の多校化と
いう在f[ではグローバノレ化している而もある。言語{即日の地j羽生という点では、英語のようにいわ
ば世界共通話として月礼、られる言詑とは呉なり、日本計一iは旬百者による使用言誌として主に [1
木j主|内で地域組として)円いられ、 1=本訪自体はローカルな言語として位置づけられる。一方、1::1
木で就労し、あるいは勉学する外国人が日常生活やビジネスや勉学の」場面でEI本詰を使JrJする場
而がある。英首のような広j或で使用される言語ではないが、 IJ本刊を母語としない者が1::1木市iを
媒介として仕事で、交渉などのビジネス活動を行う、あるいは大学で学術活動を行うというノ点で、
特定のもqll l'l~l: を袈求される日本誌の使JFJ が行われる。
例えば、学1ij;nr;'il)Jの場合、I-=J本の大学に留学する外国人税学生は、研究活動において使JTされ
る言語として英訟の他に日本語も媒介言語となることがある。英語で研究市助をすると言われる
JlH系分野でも、論文や発表は英首だが、研究宗でのディスカッションは英語と日本訟を併mして
いるところもある。 FI 本国 Ij~ の学会ではJm系でも文系でも 1=1 本訟で発表している光景aは普通に見
られる。また、文系の学会で、 IJ木以外の外国で行われる発表の媒介言詰として英訟の他に [1木
市iでも可とする場合もある。特に、日本語教7守や日本文学のような人文分野の日本研究の学会で
そのような例が見られる。
つまり、 におけるグローパノレ化とは I 言語が共通話化するものであるといっても、 In~ に向
じ言話が共通話になるわけではなく、特定の場面によっては、ある言語が一時的に共通話となる
場合もある口この場合は母訪以外の話者が特定の目的で行う言諸活動によって、ある言語をー1守
的に共通の媒介言詑として使用することを意味する。本稿でで、はこのようにf使史;:刑=1刊l日3される共通詑を
「円I~I恥自品加仰i江刊11時!昨寺幻j共七 i迎邑訟J とi呼j乎ぶことにする O 英詰のようにJ地也j域或扮洲d性|
川される言言A詰に対対.して、 いわば 1臨i布印話加刷i日吋l時寺共i通邑註詑fJ としてイ使吏引r用=1司!3されるのでで、ある O これは地域性より場
i百七1:が強し叶史~HJJ形態だと考えられる。
地域を越えて言詑が使)刊されることは、現在の英語のようにグローパノレ化しつつある言語以外
にもある。現代ではインターネットを介した地域を越えた伝達子段もある。外国にいてもメーノレ
やLlNE，Skypeなどを日常的に使用できる。さらには、インターネットを用いて複数の参加者に
よる会議もできる。このようなコミュニケーション場面での言語使用は1:常的に見られる。例え
ば、 [1本の大学でも大学院入学試験の而接や学位論文の審査の場面において、インターネット [ii[
線を返して、外国にいる日本計i-3 l~ 母:詑話者の教員や学生が日本にいる母語話者の教員や学生との
!日jで、同時進行で話すことができる。
2. グローパJレ化の日本語自体への影響
グローバノレ化は1-:1本語自体の言語変化にも影響を与えてきた。言詰接触という点から考
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えれば、日本語 I~I 休に対するグローパノレ化の影特はごく最近のことではなく、 12 くは漢字や出;ill-i
の移入、明治時代以降は欧米の文化を杭極的に移入する 1:1=1 で布 I~出 lifiやカタカナ却の移入という
形で見られる。このような現象について、ド1Il 1)~ (2007) は rl←II¥J 文化Jの--f5iIJとして 1本
制の外米副の変化を凶/Jミしている。以 iヘ引川して1'%11に示す。
外米JZiは1本iI;というが欧米li/;ーを 1I としてレベルで)!日数に作り 111されたもの
で、行イi)f究における Ir十のようなものであり、文明・文化の:呆り出えとの県
り換えが起こっているという。つまり、これは 1木liHというに 臼村正が他の日liAとの肢触を過し
て、グローパノレ{ヒにjBHじする J)i象だと I~Î・える。 L1本語がグロー パノレイヒに犬、J;じするにあたって必以
な弓変化を起こした坑象と考えられる。このijJi変化は今までの 1-本訴の体系に新しいj概念を
取り入れやすくするために行われたという点でH木市:H体の質的な変化である。
ただし、このグローパノレ化への適応Ji象は、日本語が世界共通として;Jj:!示;lij話=行に他)IJされ
るのではなくて主な言説使JU者は日本訪問話者であり、他の吉出ijとりj:存しながらも他のの
一部を 1=本語に取り入れて日本の使Jlj域を拡大することを床する。また、このような
化の段階では、体系の呉なる新たな言却を創出する融合にまでは至っておらず、 11本の1主本 (Ii~
な三和体系は保持されていると考える。
江戸 日月j台 大正昭和平成
<文明・文化> 一一一+
j莫イヒ 欧米化(洋化)
<言語>
)A事忙圭臼五口 J和製英語r カタカナ語(洋語)
!ヌ1 く文明・文化>W!り換えj!':ii位WJとしての「和製技;jlU (IIll (j)~20()7: 9より転故)
3. グローバル化が日本語にもたらす変化
以上、グローカル化という J丸象を通して彼数ののりj:存現象について述べ、グローパル化は
英話の 1言語化だけを怠l味するのではなく、 J訪日uiによっては1-木も 1-:;1';1守共通として共通
話化することをj則前jした。これは、 1本i:qとそれ以外のとの関係によって 1本の位前づけ
が変わるというけ本計;と他言語との関係性の変化で、ある。次に、 1本 1':休の変化にを :1/1て
外来却の討を存21にする r1判i¥J言語文化Jについて述べ、グローパル化にともなう他「んらliから
の :i矢野によって H 本:誌のが変化することを示した口これは、他三誌との政fíJ~! によって 11 本iiH
I:~I 体をグローバノレ化に)BfJ，じさせる変化である。
以上述べたように、 におけるグローパノレ化の拶特は、のmW:i~Jill n{i化や 11 本の地域
消化の強化といった単純なものではなく、多出出IUのWH系性や 1'休の変化にも及ぶ。 i什iイ本£iJ
がこのような多Ir而tJ而i(的!巾句な存4右在i正:としてj)足iえられることこそ、グローパノレ化がもたらした犯科で、あると
言える。
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11.グローバル化の日本語アカデミック・ライティング、への影響
十 日本語教育におけるア力デミック・ライテイングの成立
( 1) 1本の大学におけるアカデミック・ライテイングの拡大
グローパノレ化のはf学生を受け入れる 1本の大学の H本lif教育にも及んでいる。 1本;語教
育においてアカデミック・ライテイングが);比Iするのは活者であるfギゾ1:.が1本で学術
間引をする機会が多くなったことによる。 1学.q:_放が少なかった1年代は大学で、は一般的な 1本I討
学刊を行い、初級、 1一i及、 |二級というレベノレ別の教育を行ってきた。ごく少数の自学生が1本lj;
でI市文やレポートを¥，¥たり学会発表をfi'ったりしていた。ほとんどの 1本学内者はアカデ
ミック・ライテイングを必引としていなかった。 もし必必、;嬰虫必:だとしても、 {州り川fヲ究Z宗でで、J桁日導彰教〈主只iや先子詰市I'J在i:5 j;! 
に教わりながらwド，1山l刊{
しカかミし、 1-1 本の大学で学 ;:fll"l~や大学院/1:. として学ぶ外IJ;I入学生数がI111 えるにしたがし、、 11<'íIJJIJj日
感では対応洲町な状汎が起こり、アカデミック・ライテイングを 1本liH教育の1=1:1でJ受業として行
う必必性が1I11てきた。 1本部教汗において、かつてはレポートや論文を作成する可話技術に特化
した佼業は少なかった。 1本部力全般をI:Jめるための布IWIとして、学部自学生対象の 1本訪日本
問、および、研究生対象の 11木の1=1=1 で|別請される度であった。それが、.fJ~ {l:で
は、印字>/I~， の 11 本 lid コースにおいて、ごく汗illl に 1m請されるようになった。大学院生を刈象とす
る， I 化科|三!としての上級作文、大学院入学Tiijの{iJf究生を対象とする IJ本i清掃i請の上級作文、
学;'1!1: をよJ 象とする 11 本副作文、というように刈ー象ゃ I~I (1サに)，じじて、論文作成、あるいはレポー
ト作)J比のための-ふ支Ht を ~r'11守する j受業がIJ出T~ されている。
C 2 )アカデミック・ライテイングにおける什立u本語教育から専I"JEI本語教育への深化
1本の大学におけるf学.1.1:，1/"により、なる量的な拡大への対応のみならず、質的にも多岐な
昨年:I~I (1') を比一つ fff学生への九Jû:，~を 11 本語教育が担うこととなった。級々な官学目的をつfff学生
のニーズにJ;t:じて、一般的な 1本語教育だけではなく、学術的なも(111'1っ:などに目的を特化した 1
本教育も合めて作文救育が多岐化かっ深化していく流れが見られる。[]木教育学会とは日IJ
に、ヰメI"J1本li教育学会やアカデミック・ジャパニーズ・クソレープ{i)f究会のような学会・向「究会
がi没;ι され、学íMli\ill引を I~I (1句としたアカデミック・ライテイングに|刻する発表や文が);i1I午公開
されるようになった。似IJえば、村 Wu(2014) は、 ilJ(2009)の三うのEAPCEnglish 1、01・
AじaclCllic P I rposcs) の1本i出版であるJAPCJapC1nese lor Acadcl1ic Pllrposes) に該当するものとし
て、大学I)'[)1 ~， ~\J 象のわ、I/I"J1本JH救子パとしてのライティング教育をしている。これは
者の特定のニーズがあり、子j勺何者がIYJ{i{ri な I~I 的をねっていることを前犯として il!lll 有の JJt JJ)jJに
日dじした救fであると述べている。
本t(:jで、六うアカデミック・ライテイングは、大学生・大学が~;~lll~i?市到の1=1で必引なfJ:文を
作成する技術を床しており、 ilHI"J11 本教育j を合むものの、より )L い意味で、学H~J:WÎ引を支
える作文;の作成技術を学ぶ作文教育をJRす。したがって、ここでの[作文Jに該当するのは i:に
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レポートと る。
7}J ック・ライ イン にjιじて、 も したもの さにー
ったのが、表 1に
示す レポ た。
E! 守lで、
本ノ し ものは、 、 レポ
;真、常宍仕え;二対象や大台~1í'5i:， Lj: 対象な がIHJiJxされているこ
する・しないにか
る。
? ??
表 1 日本で出版されたFI本語教育におけ
-出品翌年，苦言若者s・出j仮設さる
定廷にほんとぴメ乍文J
i986然、佐藤孜光育力日約千怒三子.EBi芝祁ラ・村よしみ、九人主主
lfijilj主役淡の去…留学去のためのレポート作成・口頭発表の滋織の乎引き3
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なお、外出人17f学生対象の作文教科で、は村111' 1戎や丈 11~1~ • ;}i:誌の ~(JJ~がJt休伊IJ をともなって jk5J~
されているが、日本入学生に対しても文法の心tlWえのi説明以".に、より兵体的な}(mの形を
ともなった作文教科??が必tiになってきている。 近年、 1本人大学生にあIしでも 1本i出のレポー
トや liit文作成のための奴'業が 1 Jl:J ~IW されるようになった。 11 本人大学生の学力低下へのよ、nc.: からリ
メディアノレ教fも広がっている。 つまり、 i什|オ本〈 iJlJ/一H~守手J今 1;出 li千h.つ汁二7有1非与
を I~I(1什〈べヤjと1す司る 1本押が求められているのである。
以上のような状耐から、 11 本教育の作文教汗において、学111;f{i~'助を I~I(1りとする j'IJHlfMの長
J或を|二IJRすアカデミック・ライテインク、、治可能~\'L してきたと J -Iえる。
2. グローバル化による言語の均質化の日本語への影響
( 1 )レポート・論文への影特
アカデミック・ライテイングの刈象となるレポートハ論文で、はグローパノレ化によって文中の，hW
)或や夫刷の均質化が起こる似rilJがある。つまり、 JとJMr'r件;は作でH，l なっていても、 j<JJ~i支計I:f
や論J'!WlilJf.Jは一日Il/WUで共有しようとしていると考えられる学術的文 ]1;li:であるレポートや:論文の十IW
成やぷ引では、刊にJI日系の:文に兆の文市の年が強し、と iゴわれる。これは克iHのグローバル
化による学術的文市の変作であり、以前より木下(]9(1)のようなJI日系川究者によって奨励さ
れてきたうit行11の科学l論文につながっている。
このようなレポート・ 1論文作成における災羽形式の共有による三請の均質化がみすぎると、
の了;1誌のみが催1¥'J>IfJ:を持つことによる弊討も起こるのではないだろうか。波;1 (2004) は
11 米の子供たちの作文fl'，'J成の述いが言語能力の ~ffllli に及ぶことの伊IJ として、思考版式の文化去を
fl!fil/(していない救(lilがli1学力に!日Jj起のある外白人の子供によJして学習 はないかと疑ったと
いうがりを桁介している。したがって、グローパノレ化による，への影~Y~~は仙川者の"
力だけで、はなく、学力に対する;l'Ji1Iiも7己右ー するだLれがあることに泊三三しなけIばならなし凡
( 2 )書き i了葉への;;与響
グローバノレ化における 1本1;目の均賀市1:の!日JI起について、ここまではアカデミック・ライテイン
グを 1=1=1心に考えてきたが、 11 本の合き古来によJf{<を広げて検 Ij-~ しておく。作文教←fiーでは汗き J-Î占
禁を学押刈.M<とするので、アカデミック・ライテイングでHx:り上げ、るレポートやi論文の他に、;!?
き了としての日本iiJi のあり力ーも~.))[(しておく必 !14 がある。
文学について、小lil家の1=には三訴の均質化にIy，jして、天引の多岐性がなくなることを指摘す
る;む見が礼られる。水村 (2008) は fffj主と JJU也たという刈比において、=主計!可;き子i仁-i柴f主i に L~二iドJがあ
る状1態主をf紅与叫，1似|
る 4状7犬U\況2 を去逗~)J滋Eしている O 似?宅担私智，1主可ilVi/l という百弓‘~主京京架:ir込足~主jミ::i: を jハ川|けl いて、 文学のみならず学術的な出動も合めて fJ~地 iiii
では I JX: ι しない~R()[. 7)'訪れるのではないかとJ日JI;jしている。
は、これは文学に I)H った!日J)涯ではない o と JJ~地による当き の J:'I~'IY，J 係の千五千1:
は、人文科学、社会科学、1'1然科学のあらゆる救誌がil(!.hll話、すなわち英iIlJでのみ行われて、他
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される H
となり、
み
れなくな
況が)lliむ) される。
???? 、 ?? ?
? 、 、 、
おける1¥JJ起とし」、
しなく
(1)1ヨ擦を統一一刊さとして
も考えられる口 1
る
fJFU 
J究0)
もその I~=l/こ合まれている。伊IJえ;工、
スタンダードjは、JF百本間教育スタンダードのホームページによる
して非られたヨ…ロッパ言語共通参担
??ー
Fral1cw正)rk01' Reference foど Learnin与
れた るという。
のjヨによ
J二のA々
{i立rdLなど
ローカノレ北につい
はグローパルイヒ
くなるとidべてい
をJFiJi首し、
しようとす
グローパノレ化と
、グローバノレ化は
をもたらし、
えられる。しかし、
るの
はなかろうか。
などを論じ
し、
くなるような未来も考えられる。
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表2 のグローパノレ化とロ…カル北 (IJiT2000 : 61-6去による)
ク口 パ)[;化 rj t!~I主化(なlobalization)J I 口…カjレイt:fJj白域化(localization)J 
殺さ乙く存在ととはって、誌にとってらj像以というちのは I.漠然としていと総きlltJ\!~n\ :zi:' f間の中で、人々
iつでみる。 I されているピことざれる湯浅を具体的に示し、
イれ 辺派上のとの土地で:ふ与をこの設かによって話さη、議 i‘あるJt!l)j&tJl次第に先立j分化されてい犬
)J'れ、治家汽ており、2:F7こ、!立のどこに行ってち、 It!lJ求泌を I
とすミのちのをi添いては、 1お分の怒訟とそのき誌そイ)j附して会 I.る言討さの使用地域次総に滋フ亡していくに従い、
;おしている人々たうちさるといった状態てあるさ I 性1J'ヨミしンるという状慾
先に卒;ずた水村やjJ~î(rの指摘は、
る。者きを必裂とされない状況、さらに
し
とになる
るために
テイン夕、、のグロー
して守文京iを求めるj二で‘は、
IV. まとめ
グロ…パノレイヒ;うミもたら
なく、
ローパ/レイヒによる 1
ある
て、あ
カデミック・ライアイ
、レポート・
の斐繋が含まれることから、ど
グローカノレ化という]
し1
ヰとめ
ック・ライ
オt1こほう
iJ: v¥ jp口
しないという一
A'tるということで、ある。
の桁命とも
以上、均質fとの何があるのはグロー
しかし、それで、も
な
多岐'1":も のではないかと
ック・ライティン
との{罪!
と)1三式の
している。
くなった先に
ょう
あれ非母
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アカデミック・ラベ イン のは なり 4ブ3 ，- す
る)と巧之、 iせi'lfl: が{~~押されるか人かかっているハその持には、 カ
にな
る 考; る。 1I とし 1 のは、 'Hil人が もので
{立、し、くら 力 Iこ げて 、
、.I~シ，~ 
択jz
とし可うのカ\/I~I!H{ のである n i・~~とし
I~l える ~)\Nがあ~é く と
同戸市子 2002rr グローカノレ?山 11ぷ itのおくろしお/1 l}~!1 o
2004 r三だのグローカノレ化について即日jし い。JM iJl(it:I{ • 1I1本Jよ:行t:~lIi 多 i二会がや
てきた -1世界の くろしお1日v;， 100-101 U。
宗主主Jj芽)ミ 2011r'グローパリゼーシ日ンと 1I
1)ミ
??????
??? 「 ??? パ-ヲティの HI~'~
( I j Ij! 
(Ji:水続出0.1'グローパル時代における 1本_，‘存政?と"をめぐって-J Ilirl 
lilil丈や京ぶ14，15-30刊。
1"1祭主流話会!日 1I本敦子7スタンダ… F'jホームページhllp:l!jbwl1山rd.jpltopija!rcnckr.do(きさ!日(11201:i 
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?
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、
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?
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1 (.1人SSO)2015円勺主計j:¥j'.泣外人lrt~!}: !I~ 
(を，!I/il]2U151i'-9JJlll)。
資料:3 rグロ…パノレ{とaと敦子了(こl主Jl 
法論してい
190，111 (釘I.(i1 i 20 16:，q: 1 )}171 j)。
民主以.HJ:1:M 2()O~J グローパノレ仕立会のけ本計教育と LI 本文化 1本品数百スタンダー!ご
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